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第1章　向日市水道ピジョンの策定にあたって

1－1　策定趣旨

向日市の水道事業は、昭和26年9月に給水を開始し、今日までの59年間に8匝‖こ

わたる拡張事業を経て、現在は、平成8年3月に変更された第8次拡張事業（平成22

年度目標、計画給水人口60，000人、計画1日最大給水量36，000ｍ3／臼）のもと、浄水

施設や配水施設、応急給水施設などの整備を推進してきました。

また、本市の水源は、かって、すべて地下水に依存してきましたが、水位の低下や地

盤沈下が顕著となったことから、平成12年10月に、恵都府営水道の受水を開始し、

将来にわたり安定して良質な水の供給が可能になりました。しかしながら、水需要が伸

び悩むなか、京都府営水道の受水章の負担も大き＜、経営状態が悪化したため、「向日

市水道事業経営改善計画（平成14～18年度）」や「改訂水道事業経営改善計画（平成

17～22年度）」を策定し、経営の健全化に取り組んでまいりました。

一方、高度経済成長期に整備した水道施設の多＜が老朽化しつつあり、近い将来これ

らの施設の更新が必要となることや、職員の急激な世代交代が進む中、若手職員への技

術の継承など、施設面や組織面などで様々な課題に直面しています。

厚生労働省は、平成17年10月に、水道事業者等が自らの事業の現状と将来見通し

を分析・評価した上で、目指すべき将来像を描き、その実現のための方策等を示すもの

として「地域水道ピジョン」を件成するよう求めました。

そこで、向日市では、市民の皆さまに今後も安全で良質な水を安定供給してい＜ため、

向日市水道事業の将来像と目標を描いた「向田市水道ピジョン」を策定します。



1－2　ピジョンの位置付け

「向日市水道ピジョン」は、向日市水道の道標になるものです。そのため、「第5

次向日市総合計画（基本構想・基本計画）」等の上位計画や関連業務等を踏まえた上で、

水道事業の現状と課題を明らかにし、今後の水道事業の方向性を取りまとめるとともに、

市民への説明責任を果たすためにも、「向日市水道ピジョン」の策定は極めて重要とい

えます。

また、「向日市水道ピジョン」は、平成23年度から平成32年度までの概ね10年間
／
ノ1

を計画期間として、水道事業の運営に関する方向性や施策の目標を示すものです。そこ

で掲げる施策目標や実現方策は」水道事業の根幹となる施策であり、施設の整備計画な

どの事業計画に反映するものです。

図1　向日市水道ピジョンの位置付け
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第2章　水道事業の沿革と概要

2－1　水道事業の沿革

向日市の水道は、京阪神急行電鉄㈱（現阪急電鉄㈱）が昭和4年に建設した住宅専

用水道を譲り受け、町営水道として昭和26年9月に創設し、西向日地域に給水を開始

しました。

翌27年1月には簡易水道としての認可を受け、京都府下8番目の公営水道として、

正式に向日町水道事業が発足しました。創設当初の水道は、戦後復興のさなかで伝染病

も流行していたことから、水道に対する関心が日に日に高まり、市民を守る衛生施設と

なりました。

昭和30年2月に、第2次拡張事業認可を取得し、上水道事業として給水を開始しま

した。その後、人口の増加とともに取水井戸の増設や浄水場の建設など、拡張事業を積

み重ねました。平成12年10月には京都府営水道からの受水開始により、2つの水源を

確保し、現在まで、第8次拡張事業計画変更を推進してきました。

主な出来事

年月
‾事業内容 －

昭和 26 年 9 月 水道事業発足、西向日地域を給水区域として町営水道が開始される

昭和 27 年 1 月 簡易水道として認可取得 （計画給水人口 3，000 人、施設能力 450ｍソ日）

昭和 28 年 3 月 第1次拡張事業認可 （計画給水人口 4，000 人 、施設能力 600ｍ3／日）

昭和 30 年 2 月 上水道事業として給水開始

第2次拡張事業認可 （計画給水人口 7，000 人、施設能力 1，050ｍ3／日）

昭和 33 年 10 月 第3次拡張事業認可 （計画給水人口 12，500 人 、施設能力 2，125ｍ3／日）

昭和 35 年 5 月 第4 次拡張事業認可

昭和 36 年 3 月 第5次拡張事業認可 （計画給水人口 13，500 人、施設能力 3，780ｍ3／日）

同年 12 月 第6 次拡張事業認可 （計画給水人口 30，000 人、施設能力 9，000ｍ3／日）

昭和 43 年 3 月 第7次拡張事業認可 （計画給水人口 60，000 人、施設能力 30，000ｍ3／日）

昭和 45 年 2 月 物集女西浄水場竣工

昭和 56 年 2 月 第8次拡張事業認可 （計画給水人口 65，000■人、施設能力 36，000ｍ3／日）

平成 8 年 3 月 第8次拡張事業計画変更認可

（計画給水人口60，000 人、施設能力 36，000ｍソ日、物集女新配水池建設事業）

平成 12 年 10 月 京都府営水道から受水開始

平成 19 年 3 月 浄水処理施設を物集女西浄水場に一元化



2－2　水道事業の概要

（1）給水人口の推移

向日市の給水人口は、ここ5年間はほぼ横ばいですが、平成18年度をピークに微減

傾向を示しています。なお、普及率は、平成12年度から100％となっています。
（人）

56，000

54．000

52．000

50，000

48，000
墓＿・、‡＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿¶」一一．」．．＿＿

Ｓ54　　Ｓ59　　日Ｉ Ｈ6　　日ｌｌ Ｈ16　　日21

■給水人口（人）

Ｓ5 4 Ｓ5 9 Ｈｌ Ｈ6 Ｈｌｌ Ｈ16 Ｈ2 1

給 水 人 口 （人 ） 5 0 ，3 8 0 5 2 ，0 3 9 5 2 ，8 ｇＯ 5 3 ，0 6 8 5 3 ，5 5 1 5 4 ，9 4 3 5 ヰ．7 8 ヰ

図2　給水人口の推移

（2）水需要量の推移

年間給水量、1人1日当たり′給水量ともに減少傾向が続いています。なお、平成21

年度の年間給水量は、ピーク時の平成2年度（7，879千ｍ3／年）と比べ、約23％減少し

ています。また、1人1日当たり給水量も、平成2年度（410㍑／人／日）と比べ、約26％

減少しています。
（千雨／年） （㍑／人、・′日）

Ｓ54　　Ｓ59　　日Ｉ Ｈ6　　日ｌｌ Ｈ16　　日21

榊♯年間給水量（羊ポ／年）

サ1人1日当たり給水量
250　　　　（㍑／人／日）

Ｓ5 ヰ Ｓ5 9 Ｈｌ Ｈ6 ‖1 1 Ｈ1 6 Ｈ2 1

年 間給 水 量 （千 ポ ／年 ）・ 7 ，0 5 2 7 ，3 6 1 7 ，8 2 3 7 ，5 9 6 7 ，0 5 5 6 ，3 8 0 6 ，0 8 8

1人 1 日当たり給水量 （㍑／人／日） 3 8 2 3 8 8 ヰ0 5 3 9 2 3 6 0 3 1 8 3 0ヰ

園3　水需要量の推移
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（3）水源の状況

向日市の水道は、給水を開始して以来、すべての水源を地下水（深井戸）に依存して

きましたが、急激な人口の増加に伴い、給水量が増大し、地下水の過剰な汲み上げによ

る水位の低下や地盤の沈下が顕著となりました。そのため、地下水を補完する第2の

水源として、平成12年10月から日吉ダムを水源とした京都府営水道の受水を開始し

ました。

現在、深井戸から揚水された地下水を浄水処理し、京都府営水道からの受水と合わせ
／

て、市民の皆さまに安全でおいしい水をお届けしています。なお、平成21年度の混合

割合は、地下水65％、府営水35％です。

また、向日市の安全揚水量（地下水位の低下などを引き起こすことのない汲み上げ量）

は、15，500ポ／日となっています。

（ポ／日）

25，0∞

20－000

15，000

10－000

Ｓ′0∝Ｉ

Ｏ

ＳＳ4　　　　ＳＳ9　　　　　日Ｉ Ｈ6　　　　　日ｌｌ Ｈ16　　　　日21

Ｓ54 Ｓ59 Ｈｌ Ｈ6 Ｈｌｌ ‖16 Ｈ21

地下水 19，792 20，799 22，423 22，208 20，153 11，860 10，747

府営水 0 0 0 0 0 5，690 5．938

合計 19，7ｇ2 20，799 22，423 22，208 20，153 17，550 16，685

（ポ／日）

図4　取水量（1日平均）の推移



・桂川水系の概略図（日吉ダムの写真や乙訓浄水場の写真など）

・井戸の写真

（4）水道施設

（む取水井戸、浄水場、配水池

向日市水道の給水区域は、南北に4．3ｋｍ、東西に2．Ｏｋｍにわたる南北に長い市域で

北西部に比べ、南東部がやや標高が低くなっています。

主な施設は、物集女西浄水場の他、配水池は3池、配水塔は1塔で、総容量は18，950

ｍ3です。取水井戸は、16箇所の井戸のうら、5箇所で休止しており、平成21年度以

降の稼動している井戸は11箇所です。

なお、上植野浄水場は、平成19年度に行った浄水場の一元化により浄水機能を停止

し、現在は受水池兼浄水池及び配水塔としての機能のみ有しています。

へ
＼



表1　取水井戸の諸元と能力

ｒ

井声名
取水井戸 取水ボンゴ

場所 蟹井年月
ケーシング
材質
井戸口篠
（ｍ血
井戸溜度
（ｄ 容量払瑚 滝程（鵬

吐出量
（血3在ｉｄ
媚何位置
（由

宗4号 寺声町三ノ坪2ヨ Ｓ59．3 ＳＵＳ 358 198 快止

宗5号 寺声町三ノ坪25 Ｓ59．1；≧ ＦＩモＰ 358 19［ｌ 抹止

宗丁号 物集女町青田1 Ｓ63．6 ＣＩＰ 35【Ｉ 288 3Ｔ 95 1．4 55．0ロ

■宗9号 物集女西浄水場内 Ｓ54．9 ＣＩＰ 258 212 俵止

宗18号 物簑女西浄水場内 ノＳ5Ｔ．珪 ＳＵＳ 358 2【】8 3【】 10ロ 1．2 104．50

宗11号 寺声町里堪内3ロ Ｓ61．3 Ｆ‡モＰ 35ロ 200 3ロ 95 1．4 90．Ｔ5

宗12号 物菓女町灯篭前2－28 Ｓ59．8 ＦＥＰ 25亡ｌ 184 30 95 1．1 88．00

宗14号 物簑女町立田2－1 Ｈ3．ヨ ＦＲＰ 35ロ 200 3Ｔ 95 1．4 55．ＯＤ

宗15号 物菓女町吉田 Ｈ6．4 ＦＩモＰ 35【】 200 3Ｔ 95 1．4 63．25

宗16号 物菓女町五ノ坪柑－4 Ｈ2．】1 ＦＩモＰ 350 ヨロＤ ヨＴ 95 1．4 82．5口

宗1Ｔ号 寺声町東御媚12－3 Ｈ4．ヨ ＦＲＰ 35ロ 2ＤＯ 30 105 1．1 82．5日

宗18号 物集女町森ノ下24 Ｈ5．3 ＦＩモＰ 350 180 俵止

宗19号 物集女町南条Ｔロ Ｓ62．3 円モＰ 35口 200 3Ｔ 95 1．3 Ｔ9．Ｔ5

宗28号 物簑女町中海道59－10 Ｈ8．4 ＦＩモＰ 350 20ロ 3Ｔ 100 1．4 85．25

宗21号 寺声町東御媚19－ヨ Ｓ54．3 ＳロＳ＋ＣＩＰ 30ロ 2ロ0 ■俵止

宗22号 物菓女町吉田1 Ｈｌ．3 ＦＩモＰ 35【！ 208 30 110 1．1 6ヨ．25

表2　浄水場及び配水池の規模・能力

名称
物巣安西浄水場

規模 ・能力 数量

施設能力 21，口8ロボ

着水井 1井

混和池 1池

酸化池 有効容量　　　 220ｄ 空地

高速沈殿池 有効零量　　　 880Ｉｄ 2池

ろ過設備
ろ過速度　 1門．6ｍ／日
処理能力 4，6琶ロｄ／日／池

6池

浄水池 有効零皇　　 1，ロ80Ⅱｆ‘ 1池

府宮水受水池兼配水池 有効零皇　 18，80ロｄ 1池

配水池 有効等量　　 5，600Ⅰ丘 1池

有効零皇　　 ヨ，ロ80Ⅱｆ 1池

名称
上嘩野浄水場

規模 ・能力 敷皇

府宮水受水池兼浄水池 有効容量　　　 60ロボ ｌ池

自己水槽 有効容量　　　 35口ｄ 1塔
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（6）組織体制と職員数

①組織体制

水道部の組織体制は2課5係と浄水場の職員数18名（平成22年7月1日現在）で

構成されています。その内訳は上下水道部1名、営業課6名、上水道課7名、浄水場4

名です。

表3　組織体制と主な業務内容

′ト

／‾■■■■、

組織体制 主な業務の内容

上下水道部

営業課

総務伝
部及び課の庶務に関すること

文書の収発及び保管に関すること

入札及び契約の締結に関すること

経営係

予算及び決算の調整並びに執行管理に関すること

出納及び会計事務に関すること

起債及び一時借入金に関すること

お客様係

水道料金及び下水道使用料の徴収に関すること

水道の開栓、閉栓及び名義変更等に関すること

督促、催促及び停水に関すること

上水道課

給水サービス係

給水装置の受付審査、施工及び検査に関すること

給水装置及び配水施設の維持管理及び修理並びに水質保全に関すること

給水の相談及びサービスに関すること

施設係

上水道の拡張、改良工事の計画、調査、設計、施工に関すること

給配水の布設、改良、移設工事の設計施工に関すること

給配水管等の材料に関すること

浄水場

取水、浄水施設、配水池等の維持管理及び整備計画に関すること

浄水場の運営及び管理に関すること

原水、浄水等の水質検査に関すること

②職員数

平成22年7月1日現在の全職員数は18名、その内訳は事務職員7名、技術職員11

名です。また、50歳以上の年齢構成比率を見ると、事務職員で57％、技術職員で55％

を占めています。

表4　水道職員の年齢構成

年齢階層
事籍職員 技術 ・技能職鼻 計
（人） （人） （人）

30歳末活 0 8 0

30歳以上購歳末清 3 2 5

40歳以上58歳末活 8 3 3

50歳以上 4 6 10

計 7 11 18

50歳以上の楕成比 5了冤 55麗 　 56完
ヽ



第3章　水道事業の現状と課題

向日市の水道について「安心」、「安定」、「持続」、「環境」の視点で現状と課題

を整理します。なお現状評価は主に、向日市と似通った特徴「現在給水人口（3万人～

8万人）、「受水比率（20％～50％）」を持つ市町を抽出し、そこから業務指標（ＰＩ）

の提供があった6市町（以下「類似事業体」という。）を対象とし、類似事業体の業

務指標の数値を集計し、偏差値で相対評価する方法を用いました。類似事業体の平均値

を50とし、50より高い値であるほど、類似事業体に比較して優れていることを示して

います。

3－1　水道の水質状況（安心）

安全で安心して飲める水を供給することは、水道事業に与えられた使命といえます。

国の水道ビジョンにおいても、水道水源から給水栓に至るまでの徹底した衛生管理を主

要施策として挙げられています。

以下に、水道の水質に関する現状と課題を整理します。

貯　水源水質

向日市は、水源となる河川がなく、従来から使用してきた深井戸から揚水された地下

水と京都府営水道水の2つを水源としています。地下水には、鉄やマンガンが多＜含

まれているため、浄水処理を行っています。また、京都府営水道水は乙訓浄水場で、浄

水されたものを受水しています。

伊　浄水水質及び給水水質

浄水水質は、基本的に平均的な値を示しておりますが、【1106】塩素臭から見たお

いしい水の達成率が類似事業体と比較してやや低いといえます。管内停滞による残留塩

素濃度が低い地域も見られることから、きめこまかな残留塩素濃度の管理が必要といえ

ます。一方、【1102】水質検査箇所密度、【1115】直結給水率は、類似事業体と比較

して高い偏差値を示しています。

なお、厚生労働省の「おいしい水研究会」から提言された、おいしい水の水質要件7

項目のうら、5項目（蒸発残留物、硬度、遊離炭酸、有機物等、臭気強度）について適

合しています。

10
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図6　水質に関する業務指標（安心）

喜帯革亘疇…書ｊ‾喜≡；≡

1101 原水水質監視度（項削
原水となるダムや河川において行っている、水質横査
の項目数を表しています。

1102　水質横雲箇所密度 （箇所／100ｋぱ）
毎日水質検査を、給水区域100ｋＩげ当たりの積宜して
いる箇所数の割合を表しています。

1106　塩素臭かち見たおいしい水達成率 （％） おいしい水の要件は、残留塩素の濃度が0．4ｍｇ几以
下と言われています（昭和60年「おいしい水研究会」）。

1107　総トリハロメタン濃度水質基準比 （％）
捻トリハロメタン濃度水質基準情に対する、給水栓で
測定されたトリハロメタン濃度由割合を表しています。

110日　有機物汀ＯＣ）濃度水質基準比 （％〕
有機物（ＴＯＣ）濃度の水質基準値に対する、給水栓

での測定値の割合を表しています。

1114　消毒副生威物濃度水質基準比（％）
塩素消毒を行う時に同時に生成される消毒副生成物

の、水質基準値に対する給水栓で測定された年間最大
濃度の割合を表しています。

1115　直結給水率 （％） 受水槽を介しないで直結給水を受けている、件数の剖
合を表しています。

111Ｔ■　鉛製給水管率（％） 鉛製給水管の、給水件数に占める使用件数の割合を
表しています。
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3－2　水道の施設状況（安定）

水道事業は平常時の安定給水はいうまでもな＜、地震や停電、水質事故等の非常時に

おいてもできる限り被害を最小に抑えることができるよう、施設整備を進めるとともに

適切な応急措置や迅速な復旧が行える体制の整備が求められています。

以下に、水道の施設に関する現状と課題を整理します。

軒　供給能力

本市の施設能力は、物集女西浄水場で21，000ｍ3／日、京都府営水道の協定基本水量

12，700ｍ3／日の計33，700ｍ3／目であり、【2003】浄水予備確保率や【2004】配水池貯留

能力を見ても、類似事業体と比較して高い偏差値を示しており、十分な供給能力を確保

しています。

また、日吉ダムの渇水時でも、京都府営水道の3浄水場の接続により、相互に広域

的な水の供給が可能となりました。今後は、自己水源と京都府営水道の活用方針や運用

方法などを考慮した供給能力について検討することが必要です。

12
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図7　供給能力に関する業務指標（安定）

・喜擾軸巨樹≡室

2001 絶氷人口一九当たり貯留飲料水量 くＬ／人） 配水池等に貯めちれている、給水人口一人当たりの貯

留水量を表しています。

2002　給水人口一人当た輔己水量 （Ｌ／日／Å）
給水区域内の一人一日当たりの、水の消費量を表し

ています。

2003　浄水予備力確保率 （％）

堂浄水施設能力に対する、予備力の割合を表してい

ます。事故時や大量に浄水処理を行う必要がある場合
などに備えて、余裕を持って安定軋 柔軟に施設間の

融通を確保する必要があります。

2004　配水池貯留能力 （日■）
何日分の配水量が配水池等で貯留可能であるかを．

平均的な配水量を基に表しています。

2005　給水制限数 （日）
掲水時や水道施設の事故時等において、減圧や断水

など給水の制限した日数を表しています。

2006　普及率 （％）
給水区域内に居住する人のうち、給水を受けている人
の誓帽琶表しセいます。

2007　配水管延長密度 （ＫＩ〟Ｋポ）
給水区域1如庁当たりの、配水管の長さを表していま

す。

200呂　水道メーター密度 亡個／ＫⅡＪ
配水管延長1ｋｍ当たりの、水道メータ数を表していま
す。

13
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伊　施設の経年化

物集女西浄水場の竣工年は昭和45年2月で築40年となり、【2102】経年化設備率

や【2103】経年化管路率を見ても、類似事業体と比較して低い偏差値を示しており、

経年化施設が多いことがわかります。

図8　経年化施設に関する業務指標（安定）

ー

2101 経年化浄水摘碍率 （御
全浄水施設のうち、耐用年数 （ＲＣ造60年）を超えた頒

謹の割合を表しています。

2102　経年化設備率 （％）
全電気・機械設備のうち、耐用年数を超えた電気・機

掘設備の割合を嘉しています嘲

2104　管路の更新率 （％）
年間に更新された、導・退・配水管の割合を表していま

す。

2105　管路の更生率 （％）

管の内面保護のためライニング（保護物質の塗布、貼

り付けなど）により、更生した導・退・配水管の割合を表し

ています。

軍106　 パルプの更新率 （醐
設置されているパルプのうち、年間に交換された割合

を表しています。

2107　 管蕗の新設率 （％） 年間で新たに布結した、管躇の割合を表しています。
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伊　施設の耐震化状況

類似事業体と比較して、【2209】配水池耐震施設率は若干上回っているものの、

【2207】浄水施設耐震率、【2210】管路の耐震化率は低い偏差値を示しています。設

備や管路等の経年化施設が多いことから、施設の耐震化を計画的に行う必要があります。

ｒ

′‾＼

【■2 2 1 5 】車 載 用 の 給 奴 タン ク　 ／

ー、－－－－、、←、ヽ

ｌ
Ｉ

鹿 査 定　　 1 彗 ≡岳÷＝　 －‾㌣

　ヽ　　　　　　　　　　 ヽ＼　　　 、・・、

ヽ
＼ ㌔ 璽 ｔ室 戸

園9　非常時対応に関する業務指標（安定）

∵轟顧如上－…≡ｊ‾…

2202　幹線管路の事故割合 （件／100．Ｋｍ） 幹線管路100ｋｍ当たりに対しての、事故件数の割合を
表しています。

2203　事故時配水量率（％）

最大浄水場もしくは最大ポンプ揚が丸一日全面停止
した場合に、どの程度の配水ができるかを表していま ・
す。水道施設の融通性、余裕度によるサービスの安定
性を表します。

2205　給水拠点密度（箇所／100ＫＩ鯛
給水拠点施設が、給水区域100ｋぱ当たりの応急給水

ができる施設酒己水油や緊急貯水槽など）数の割合を表
しています。

2207　浄水施設耐震率 （％〕
全浄水施設能力に対する、耐震化した浄水施設の能
力の割合を表しています。

2209　配水池耐震施設率（％）
一全配水池容量に対する、耐震化した配水池の容量の

割合を表しています。

2210　管緒の耐震化率 （％） 全管路のうち、耐震管の割合を表しています。

2215　車載用の給水タンク保有度（ｄ／1000人）
車載用給水タンクを、給水人口1．000人に対して何ｄ
分を保有しているかの割合を表しています。

2217　警報付施設率（％）
警報装置が、全施設に対して警報装置が設置されて
いる施設別合を表しています。特に、破壊情動に対する
備えを表します。
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伊　応急対策の状況（応急給水・応急復旧）

地震などの災害に備え、施設の耐震化と合わせて、応急対策の準備が必要です。向日

市では次のような対策を講じています。

○災害時における京都市との分水協定の締結

○日本水道協会京都府支部水道災害相互応援に関する覚書の締結（1府25町）

○災害時における向日市指定給水装置工事事業者との応援協定の締結

○物集女第1配水池に貯留された水の流出を防ぐための緊急遮断弁の設置

○給水タンク、給水用ポリ容器など給水に必要な備品や応急復旧資材の確保

○災害時に直接市民の万に水道水を緊急的に供給することが出来る蛇口や、給水車へ

の給水が可能となる応急給水施設（物集女配水池、上植野浄水場内）の設置

16



3－3　給水サービス（持続）

水道をとりまく環境の変化とともに、安心や安定はもとより、快適性や利便性などの

ニーズも多様化しております。市民の皆さまのニーズを的確に把握し、迅速に対応でき

る給水サービスの実現やわかりやすい情報発信などが求められています。

以下に、給水サービスに関する現状と課題を整理します。

′

／‾■■‾＼

軒　市民サービス　　／
ノ

平成15年4月から水道料金のコンビニ収納を行っていることや、広報紙やホームペ

ージなどで積極的な情報提供を行うなど、市民サービスの向上に努めています。市民の

皆さまからの声を測る【3205】水道サービスに対する苦情割合、【3206】水質に対す

る苦情割合、【3207】水道料金に対する苦情割合は、類似事業体と比較して同程度の

偏差値を示しています。また、【3201】水道事業に関わる情報の提供度では、高い偏

差値を示しています。
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図10　サービスに関する業務指標（持続）

ー

3201 ‘水道事業に係わる情報の提供度 （吾晰仰 水運事業に関するパンフレットやポスターを、利用者

にどの程度配布しているかを表しています。

3203　 アンケート情報収集割合（人／1088人） アンケートにより、利用者の意見を収集している割合を

表しています。

32Ｑ5　 水道サービスに対する苦情割合 （件／1000件）
水道サービスに関する不満について、給水件数1－080

件当たりの受付割合を表しています。

3206　 水質に対する曹情割合 （件／1000件） 水道水の臭いや味など水質に関する不精について、

給水件数1，000件当たりの受付割合を表しています。

320Ｔ　水道料金に対する苦情割合 （件／1ｍＯ件∋
水道料金に関する不精について、給水件数1，000件当

たりの受付割合を表しています。
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3－4　水道事業の経営状況（持続）

向日市の水道事業経営は、節水意識の定着、景気の低迷、少子高齢化や節水機器の普

及に伴う水需要の伸び悩みの影響で、給水収益の増加を期待できない状況にあります。

合わせて、現状の施設の老朽化が進んでおり、今後、施設更新や耐震化に要する費用が

必要となります。

このような状況の中で、持続可能な水道システムを支えるための運営基盤（技術・経

営）の強化が求められています。
′

以下には、水道経営に関する現状と課題を整理します。

ｒ

／‾‾＼

軒　経営状況

平成12年度に第2の水源として京都府営水道を導入したことにより、将来にわたり

安定した水の供給できるようになりました。しかしながら、その後、受水章の負担が大

き＜なり、厳しい経営状況が続いています。平成19年度以降は、収益的収支で単年度

黒字を実現しているものの、【3001】営業収支比率、【3002】経常収支比率、【3004】

累積欠損金比率が類似事業体と比較して低い偏差値を示しています。
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図11　水道の経営状況に関する業務指標（持続）

－

3001 官業収支比率 （％）

官業情動により得ちれた収益（官業収益）の、収益を得

るために要した章用（官業費用）に対する割合を表して

います。

3002　 経常収支比率 （％） 経常収益の、経常費用に対する割合を表しています。

3004　累積欠損金比率 （％） 累積欠損金の、官業収益 （受託工事収益を除く）に対

する割合を表しています。

3014　供給単価 （円／戚
供給単価は、1ｄの水を憮給することによる収入を表し

ています（販売単価とも言います）。水道料金の、平均里
価を表します。

3015　結氷原価 （円／ｄ）
水道水を1Ⅰゴ生産するための、重用を表しています 性

産原価とも言います）。

301日　有収率 （％） 給水量に占める、料金収入申対象となった水量の剖

合を表しています。

3019 〕矧設利用率 （％） 一日平均給水量の、一日給水能力に対する割合を蓑

しています。

3021 ’負荷率 （％） ⊥日平均給水量の、一日最大給水量に対する割合を

表しています。
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軒　収益的収支の状況

収益のほとんどは水道料金による収入であり、費用は受水費（京都府営水道からの水

の購入代金）、人件費、修繕費などです。

平成12年度から赤字経営となりましたが、平成19年度以降は単年度黒字となって

います。

′－

図12　収益的収支の状況

軒　累積欠損金の状況

平成12年度から赤字収支が続いたため、累積欠損金が増加しました。しかし、平成

14年6月の料金改定や経営改善の結果、平成19年度以降、黒字収支が続き、ゆるやか

ですが減少傾向にあります。

嘉穂欠損金

Ｈ12　　日13　　Ｈ14　　日15　　日16　　日ｌＴ Ｈ18　　日19　　日ユＯ Ｈｎ

図13　累積欠損金の状況
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軒　企業債残高の状況

本市の水道普及率は100％で、維持管理の段階へ入っているため、企業債残高は平成

13年度以降、減少傾向にあります。しかしながら、今後、水道施設の耐震化や更新に

は多額の費用がかかるため、企業債は増加する見込みです。

なお、平成19年度から21年度に高金利の企業債の借換えを行い、利息の支払いの

軽減が実現しました。

企業債残高
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Ｈ13　　日14　　日15　　Ｈ16　　Ｈ17　　Ｈ18　　Ｈ19　　Ｈ20　　日21

図14　企業債残高の状況

伊　水道料金の状況

1箇月当たり家庭用料金（20ｍ3）を見ると、類似事業体と比較して、向日市の料金

（本市：3，727円、類似事業体の平均：2，847円）は高いといえます。給水原価の内訳

を見ると、京都府営水道の受水章（36．6％）が最も占める割合が高く、次いで減価償却

費（23．6％）、人件費（11．0％）などの費用です。
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3－5　環鳳こ配慮した取組状況（環境）

近年、地球温暖化や廃棄物処理の観点から、水道事業者においても、省エネルギーや

廃棄物減量化、資源の有効利用などに取り組むといった公共サービスの提供者としての

社会的責任が求められています。

以下には、環境面に関する現状と課題を整理します。

肝　省エネルギー

【4001】配水量1ｍ3当たり電力消費量は、類似事業体と比較してやや低い偏差値を

示しており、電力使用量は多いといえます。また、【4006】配水量1ｍ3当たりの＝酸

化炭素排出量は、高い偏差値を示しており、二酸化炭素排出量が少ないといえます。

軒　資源の有効利用

平成20年度現在、本市の有収率は94．7％と非常に高く、類似事業体や全国平均を上

回っています。今後は、高い水準での有収率の維持が課題といえます。
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